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雨
森
芳
洲
は
八
十
八
年
の
長
寿
を
全
う
す
る
が
、
そ
の
生
涯
の
三
分
の
二
は
対
馬
藩
宗
家
の
儒
官
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
役
職
業
務
と
し
て
都

船
主
、
真
文
役
、
裁
判
役
な
ど
を
歴
任
し
、
日
朝
外
交
の
最
前
線
で
通
訳
官
と
し
て
過
ご
し
た
。
か
れ
は
中
国
語
と
朝
鮮
語
の
修
得
と
そ
れ
に
よ

る
外
交
実
務
で
あ
け
く
れ
た
が
、
そ
れ
を
と
お
し
て
交
隣
に
お
け
る
相
互
の
対
等
、
異
文
化
の
尊
重
、
誠
信
の
外
交
を
果
た
す
べ
き
と
の
思
い
を

強
く
懐
く
に
い
た
る
。
か
れ
の
世
界
観
と
外
交
に
あ
た
る
者
の
心
得
と
は
享
保
十
五
年
筆
の
「
誠
信
堂
記
」
に
記
す
「
蓋
し
交
隣
の
道
は
誠
信
を

先
と
為
し
、
而
し
て
後
以
て
其
の
恙
無
き
を
保
つ
べ
し
」
の
一
文
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
精
神
を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
の
は
相
互
理
解
で

あ
る
。
そ
の
基
本
は
言
語
の
修
得
に
あ
る
こ
と
を
芳
洲
は
く
り
か
え
し
主
張
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
に
沿
っ
て
、
そ
の
言
語
生
活
を
具
体
的

に
表
し
て
い
る
語
学
書
の
編
纂
の
経
緯
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
す
で
に
先
駆
的
な
語
学
的
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
小
倉
進
平
『
増
訂
／
補
注
朝
鮮
語
学
史
』
（
西
田
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
刊
）
、
中

村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
五
年
刊
）
、
辞
書
研
究
と
し
て
濱
田
敦
『
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本
語
研
究
』
（
岩
波

書
店
、
昭
和
四
十
五
年
刊
）
な
ど
で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
関
係
の
辞
書
類
は
京
都
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
倭
語
類
解
』
ほ
か
の
影
印
辞
書
数
種
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
書
誌
的
解
題
と
語
彙
・
語
法
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
近
年
は
福
島
邦
道
編
『
明
治
十
四
年
版
・
交
隣

須
知
』
（
笠
間
書
院
、
平
成
二
年
刊
）
、
芳
洲
会
（
滋
賀
県
伊
香
郡
高
月
町
）
所
蔵
資
料
の
書
誌
調
査
『
雨
森
芳
洲
関
係
資
料
報
告
書
』
（
平
成
六

芳
洲
ー
朝
鮮
語
へ
の
道

雨
森
芳
洲
の
語
学
書

若

木

太
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年
刊
）
お
よ
び
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
編
「
雨
森
芳
洲
全
書
」
一
ー
四
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
上
垣
外
憲
一
『
雨
森
芳
洲
元
禄
享
保
の
国
際

人
』
（
中
公
新
書
、
平
成
元
年
刊
）
、
泉
澄
一
『
対
馬
藩
／
藩
儒
雨
森
芳
洲
の
基
礎
的
研
究
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
平
成
九
年
刊
）
な

ど
近
年
の
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
小
考
で
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
芳
洲
の
言
語
生
活
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
る
。

芳
洲
の
二
十
代
か
ら
三
十
代
前
半
の
経
歴
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
元
禄
二
年
四
月
、
師
木
下
順
庵
の
推
挙
で
対
馬
宗
家
の
儒
官
を
勤

め
た
芳
洲
は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
二
十
六
歳
の
折
長
崎
に
お
も
む
き
上
野
玄
貞
（
國
思
靖
）
に
つ
い
て
唐
話
を
学
ん
だ
（
『
芳
洲
先
生
文

抄
』
巻
二
〈
音
読
要
訣
抄
〉
（
注
1
)

）
。
こ
の
年
四
月
十
六
日
、
対
馬
へ
帰
り
『
論
語
』
等
を
講
じ
て
い
る
。
十
二
月
、
禄
二
百
石
な
ら
び
に
府
中

の
馬
場
筋
に
屋
敷
を
賜
っ
た
（
『
家
業
人
』
宗
家
文
庫
資
料
）
。
翌
元
禄
七
年
三
月
に
は
参
勤
の
お
供
で
対
馬
を
出
帆
し
て
江
戸
へ
赴
き
、
お
よ
そ

二
年
滞
在
す
る
。
そ
の
間
も
三
度
唐
音
稽
古
の
た
め
江
戸
表
か
ら
直
接
長
崎
へ
赴
い
て
い
る
。
元
禄
九
年
の
九
月
、
訳
官
が
朝
鮮
へ
渡
海
し
た
た

め
対
馬
ヘ
一
時
帰
国
を
命
じ
ら
れ
て
戻
り
、
そ
の
年
十
二
月
二
十
二
日
、
対
馬
藩
士
小
河
新
平
の
妹
と
結
婚
し
た
。
こ
の
間
、
先
輩
の
陶
山
訥
庵
、

後
輩
の
松
浦
霞
沼
ら
の
存
在
が
、
芳
洲
に
対
馬
と
い
う
国
境
の
島
で
生
き
て
い
く
覚
悟
を
芽
ば
え
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
三
十
一
歳
の
折
七
月
十
九
日
、
芳
洲
は
朝
鮮
御
支
配
役
の
杉
村
采
女
、
平
田
直
右
衛
門
の
佐
役
を
命
じ
ら
れ
た
。

芳
洲
が
朝
鮮
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
年
で
あ
る
。
こ
の
年
十
二
月
二
十
三
日
、
師
木
下
順
庵
が
七
十
八
歳
で
没
し
た
。
ま
た
芳
洲
の
嫡
男
顕

之
充
（
鵬
海
）
が
誕
生
し
た
年
で
も
あ
る
。

元
禄
十
五
年
（
一
七

0
二
）
二
月
、
三
十
五
歳
の
春
参
判
使
樋
口
佐
左
衛
門
に
付
き
、
芳
洲
は
都
船
主
と
し
て
初
め
て
朝
鮮
へ
使
い
し
、
半
年

ほ
ど
滞
在
し
て
七
月
に
帰
国
し
た
。
さ
ら
に
翌
元
禄
十
六
年
九
月
、
芳
洲
は
学
文
と
り
わ
け
朝
鮮
語
の
稽
古
の
た
め
朝
鮮
へ
渡
り
、
丸
ニ
カ
年
逗

留
す
る
こ
と
に
な
る
。
対
馬
へ
の
帰
国
は
宝
永
元
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
『
奉
公
帳
』
）
。
こ
の
問
に
芳
洲
は
の
ち
の
ち
朝
鮮
語
学
習
の
テ

キ
ス
ト
と
な
る
『
交
隣
須
知
』
一
冊
そ
の
他
を
編
ん
で
い
る
（
『
詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
』
）
。
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十
七
世
紀
な
か
ば
李
氏
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
語
学
習
の
教
科
書
と
し
て
『
捷
解
新
語
』
一

0
巻
（
粛
宗
二
年
刊
1
1

一
六
七
六
）
が
使
わ
れ
て
い

た
。
当
時
日
本
と
の
交
渉
に
際
し
官
吏
た
ち
の
必
読
書
で
、
会
話
や
翻
訳
の
基
礎
と
し
て
平
仮
名
や
語
彙
、
文
例
そ
の
他
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

編
者
康
遇
聖
は
晋
州
の
人
で
壬
辰
の
戦
争
で
日
本
に
捕
崩
と
し
て
拉
致
さ
れ
、
十
年
後
に
帰
国
し
た
（
金
東
浪
『
海
槌
録
』
、
『
通
文
館
志
』
巻
七
、

人
物
）
。
そ
れ
は
炭
長
七
年
（
宣
祖
三
十
六
年
壬
寅
1
1

二
ハ

0
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
注
2
)
。
か
れ
は
秀
吉
時
代
か
ら
徳
川
幕
府
時
代
へ

の
政
変
を
体
験
し
、
そ
の
間
に
日
本
語
や
日
本
の
文
字
を
習
得
し
、
政
治
、
社
会
、
習
俗
、
生
活
、
文
化
な
ど
諸
事
情
を
見
聞
し
た
。
そ
の
知
識

が
『
捷
解
新
語
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
（
注
3
)
。
『
通
文
館
志
』
巻
七
人
物
に
は
、
『
捷
解
新
語
』
は
「
康
煕
十
五
年
丙
辰
孟
冬
」
（
粛
宗

二
年
1
1

一
六
七
六
）
に
「
鋳
字
印
布
（
発
刊
）
」
さ
れ
、
以
後
「
科
試
」
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
朝
の
国
交
修
復
が
軌
道
に
の
っ
た
慶
長
十
二
年
（
宣
祖
四
十
一
年
1
1

一
六

0
七
）
、
第
一
次
の
朝
鮮
通
信
使
（
修
好
・
回
答
兼
刷
環
）
が
来

朝
し
た
。
康
遇
聖
は
、
そ
の
第
二
次
の
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
、
第
三
次
の
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
、
第
四
次
の
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）

に
訳
官
と
し
て
日
本
を
訪
れ
て
い
る
。
か
れ
は
日
本
事
情
に
通
じ
て
い
た
こ
と
で
訳
官
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
は
東
莱
府
の
訓
禅
、
嘉
善
を
勤
め
た
。

さ
て
、
雨
森
芳
州
の
『
交
隣
提
醒
』
（
注
4
)

「
宴
享
之
節
ハ
」
の
条
に
「
捷
解
新
語
を
見
申
候
得
は
、
古
館
之
時
之
事
と
相
見
へ
宴
席
之
節
東
莱
・

釜
山
ハ
礼
式
之
通
宴
席
二
被
罷
出
候
所
、
其
節
之
正
官
病
気
二
托
し
宴
席
二
罷
出
間
敷
と
申
候
故
、
訳
官
色
々
と
説
キ
さ
と
し
候
言
葉
相
見
へ
居

申
候
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
旧
倭
官
の
こ
ろ
東
莱
府
使
が
病
気
に
か
こ
つ
け
て
宴
席
に
出
な
い
の
で
訳
官
た
ち
が
説
得
す
る
と
い
う
よ
う
な
例

文
が
あ
る
、
と
い
う
。
そ
れ
は
彼
ら
に
無
理
を
強
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
対
応
に
は
配
慮
が
い
る
と
い
う
注
意
で
あ
る
。

朝
鮮
語
を
学
ん
だ
芳
州
が
『
捷
解
新
語
』
を
参
照
し
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
倭
語
の
「
科
試
」
に
使
わ
れ
て
い
た

刊
本
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
十
八
世
紀
初
頭
ご
ろ
成
立
か
と
推
測
さ
れ
る
『
倭
語
類
解
』
上
下
巻
二
冊
が
あ
る
。
浜
田
敦
氏
解
題
の
影
印
版
（
京
都
大
学
国
文
学
会

刊
、
昭
和
三
十
三
年
）
は
金
沢
庄
三
郎
氏
旧
蔵
、
現
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
蔵
の
稀
眼
書
で
、
巻
末
に
「
讐
整
官
前
判
官
韓
廷
脩
／
書
写
官

朝
鮮
側
の
日
本
語
辞
書
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こ
れ
ま
で
『
交
隣
須
知
』
が
雨
森
芳
洲
の
編
纂
に
成
る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
視
す
る
意
見
も
あ
っ
た
（
注
5
)
。
し
か
し
福
島
邦
道

氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
（
注
6
)

、
大
韓
民
国
国
史
編
纂
委
員
会
蔵
『
詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
』
（
『
芳
洲
／
外
交
関
係
資
料
／
書
翰
／
集
』
雨
森
芳

洲
全
書
―
―
―
)
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
記
事
は
、
芳
洲
編
著
を
示
す
有
力
な
根
拠
と
な
り
う
る
と
考
え
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
，
三

の
言
及
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
根
拠
に
な
る
傍
証
資
料
を
加
え
て
再
検
討
し
て
お
き
た
い
。

雨
森
東
五
郎
な
言
築
稽
古
之
者
共
へ
申
渡
候
書
付
之
覚

貨

一
、
朝
鮮
言
葉
稽
古
之
仕
様
、
某
合
令
指
図
候
様
二
と
被
仰
付
候
。
某
義
―
―
―
十
五
歳
之
時
、
参
判
使
都
船
主
二
而
朝
鮮
へ
初
而
罷
渡
、
彼
地
之

様
子
令
見
聞
候
処
、
重
而
信
使
有
之
候
節
朝
鮮
詞
不
存
候
而
者
、
御
用
可
難
弁
候
と
心
付
候
付
、
罷
帰
候
已
後
早
速
朝
鮮
言
葉
巧
者
之
衆
中

二
下
稽
古
い
た
し
、
翌
三
十
六
歳
之
時
、
朝
鮮
日
罷
渡
丸
年
一
一
年
令
逗
留
、
交
隣
須
知
一
冊
．
酉
年
工
夫
一
冊
・
乙
酉
雑
録
五
冊
、
常
話

録
六
冊
・
勧
懲
故
事
諺
解
三
冊
仕
立
、
其
外
淑
香
伝
二
、
李
白
瑣
伝
一
冊
自
分
二
写
之
。
毎
日
坂
之
下
へ
参
リ
令
稽
古
、
雨
天
之
節
者
守
門

軍
官
又
ハ
通
事
を
呼
相
勤
候
。
（
後
略
）

本
書
は
、
芳
洲
が
朝
鮮
言
葉
の
通
詞
焚
成
の
方
法
を
具
体
的
に
記
し
た
覚
書
（
記
録
）
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
表
紙
に
「
享
保
二
十
一
丙
辰
年
／

詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
」
と
あ
る
享
保
十
二
年
八
月
か
ら
の
同
二
十
一
年
四
月
ま
で
の
文
書
と
と
も
に
一
括
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
芳
洲
六
十
九

歳
の
享
保
二
十
一
年
四
月
―
―
十
五
日
か
ら
月
末
に
か
け
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
朝
鮮
言
葉
稽
古
之
仕
様
」
を
芳
洲
に
指
図
す
る
よ
う
に
と

仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
点
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
や
や
推
測
を
加
え
る
と
、
折
し
も
享
保
か
ら
元
文
へ
の
改
元
が
こ
の
年
四
月

『
倭
語
類
解
』
と
『
交
隣
須
知
』
の
編
纂

前
奉
事
閲
鼎
運
正
苦
入
梓
／
前
参
奉
丁
楽
升
／
前
直
長
皮
文
会
／
監
印
官
副
司
勇
李
蓑
儀
」
と
あ
り
、
刊
行
年
月
は
未
詳
の
官
版
で
あ
る
。
し

か
し
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
本
粛
は
雨
森
芳
洲
に
質
疑
し
て
成
っ
た
と
い
う
『
通
文
館
志
』
巻
七
の
記
事
が
あ
り
、
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
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二
十
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
の
業
務
的
な
ま
と
め
が
要
請
さ
れ
、
執
筆
に
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
芳
州
は
、
三
十
五
歳
の
元
禄
十
五
年
(
-
七

0
二
）
二
月
、
参
判
使
都
船
主
（
礼
曹
参
判
宛
の
書
契
を
も
っ
て
い
く
使
者
の
副
使
格
）

と
し
て
初
め
て
朝
鮮
へ
派
遣
さ
れ
、
七
月
ま
で
半
年
ほ
ど
滞
在
し
た
。
そ
の
と
き
、
ふ
た
た
ぴ
信
使
と
し
て
渡
航
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
、
朝
鮮
詞

が
使
え
な
か
っ
た
ら
御
用
を
勤
め
ら
れ
な
い
と
気
が
つ
き
、
帰
国
後
さ
っ
そ
く
朝
鮮
詞
の
巧
み
な
者
に
つ
い
て
稽
古
を
し
た
。
そ
し
て
翌
元
禄
十

六
年
、
三
十
六
歳
の
時
に
再
度
朝
鮮
へ
渡
り
丸
二
年
間
逗
留
し
、
『
交
隣
須
知
』
一
冊
、
『
酉
年
工
夫
』
一
冊
、
『
乙
酉
雑
録
』
五
冊
、
『
常
話
録
』

六
冊
、
『
勧
懲
故
事
諺
解
』

三
冊
を
仕
立
、
そ
の
ほ
か
『
淑
香
伝
』
二
冊
、
『
李
白
境
伝
』
一
冊
を
自
分
で
書
写
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
酉
年
工
夫
』
、
『
乙
酉
雑
録
』
と
い
う
の
は
、
そ
の
干
支
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七

0
五
）
の
滞
在
中
の
覚
書
き
と
判
る
。
『
常
話
録
』
は
日
常
会

話
の
手
控
え
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
勧
懲
故
事
諺
解
』
は
明
代
の
劇
作
家
狂
廷
訥
の
『
勧
懲
故
事
』
の
こ
と
で
、
そ
の
故
事
の
諺
解
（
ロ

語
に
よ
る
通
釈
書
）
で
あ
る
。
こ
の
「
全
一
道
人
」
の
別
号
は
『
勧
懲
故
事
』
の
和
刻
本
『
全
一
道
人
勧
懲
故
事
』
（
内
題
）
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
、
安
田
章
氏
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
芳
洲
が
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
六
月
に
韓
語
学
習
書
と
し
て
諺
文
（
ハ
ソ
グ
ル
）
に
発

音
を
カ
タ
カ
ナ
で
併
記
し
、
和
文
で
内
容
の
俗
解
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
7
)
。
こ
の
『
全
一
道
人
』
は
『
捷
解
新
語
』
（
一
六
七
六
刊
）
の

形
式
に
倣
っ
て
お
り
、
芳
洲
が
こ
の
時
期
会
話
学
習
書
の
編
纂
に
用
意
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
淑
香
伝
』
『
李
白
境
伝
』
は
李
朝
の

英
祖
か
ら
正
祖
の
時
代
（
一
七
二
八

l
一
七
九
八
）
に
流
布
し
た
『
春
香
伝
』
な
ど
と
な
ら
ぶ
恋
愛
小
説
と
思
わ
れ
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

ハ
ソ
グ
ル
で
書
か
れ
た
通
俗
小
説
で
、
日
常
の
口
語
、
俗
語
を
勉
強
す
る
た
め
に
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
（注8
)
0

芳
洲
が
滞
在
し
た
の
は
一
六
七
八
年
（
延
宝
六
）
四
月
に
設
置
さ
れ
た
釜
山
の
草
梁
倭
館
で
あ
る
。
草
梁
倭
館
は
旧
館
（
豆
毛
浦
倭
館
）
よ
り

は
る
か
に
規
模
は
広
大
で
あ
っ
た
。
お
よ
そ
十
万
坪
の
敷
地
を
有
し
周
囲
に
は
石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
守
門
と
宴
席
門
（
北
門
）
の
ニ
カ
所
が
出

入
り
口
で
許
可
証
な
し
に
は
内
外
へ
の
出
入
り
は
で
き
な
か
っ
た
。
田
代
和
生
氏
が
掲
出
さ
れ
た
屏
風
図
に
よ
れ
ば
、
東
南
面
が
海
に
接
し
、
東

面
に
桟
橋
が
突
き
出
た
港
が
あ
り
、
背
面
の
竜
頭
山
（
中
山
）
と
い
う
山
の
東
側
の
麓
に
倭
館
の
建
物
が
並
ん
で
建
っ
て
い
る
-
れ
さ
。
芳
洲
は
倭

館
の
う
ち
外
交
を
司
る
裁
判
屋
、
あ
る
い
は
通
詞
屋
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
芳
洲
は
倭
館
か
ら
坂
の
下
へ
下
り
、
「
雨
天
」
「
炎
暑
」

に
耐
え
言
葉
の
稽
古
に
励
ん
だ
。
今
に
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
坂
の
下
か
ら
帰
っ
て
か
ら
習
っ
た
言
葉
な
ど
書
写
し
て
い
る
と
目
が
く
ら
み
、
命
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を
縮
め
る
思
い
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
記
憶
は
鮮
明
で
あ
り
、
凄
ま
じ
い
稽
古
ぶ
り
が
伺
え
る
。
そ
の
相
手
は
堂
上
訳
官
洪
舜
明
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
泉
澄
一
氏
が
『
裁
判
記
録
』
享
保
十
五
年
閏
九
月
二
十
二
日
の
条
を
引
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
注
10)

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
洪
舜
明
が

日
本
語
教
科
書
『
倭
語
類
解
』
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
人
雨
森
芳
洲
の
協
力
に
預
か
っ
た
と
す
る
『
通
文
館
志
』
の
記
事
を
裏
付
け
る
よ

う
な
親
密
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

『
倭
語
類
解
』
乾
坤
二
冊
と
『
交
隣
須
知
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
通
文
館
志
』
（
金
慶
門
編
、

朝
鮮
群
書
大
系
、
続
十
七
輯
）
巻
第
七
人
物
の
次
の
記
事
で
あ
る
（
注
1
1
)
0

洪
舜
明
、
字
水
鏡
、
喜
男
之
曾
孫
也
。
旧
例
対
馬
島
酋
家
臣
、
有
書
契
而
自
称
宰
臣
、
辞
甚
傲
慢
、
康
熙
辛
巳
公
承
朝
命
責
諭
、
初
革
其
家

臣
書
契
、
草
梁
民
居
数
百
、
与
倭
館
相
接
、
奸
弊
日
滋
。
己
丑
公
力
陳
子
廟
堂
、
撒
民
舎
、
築
城
以
界
之
、
辺
禁
始
粛
。
倭
語
比
諸
方
最
難

暁
、
公
質
子
日
本
人
雨
森
東
、
作
長
語
及
類
解
等
書
、
用
於
課
式
。
公
性
厳
直
、
処
首
任
二
十
年
、
守
法
不
撓
、
人
敬
重
之
。
久
益
見
思
、

英
廟
背
臨
筵
教
曰
、
其
為
国
之
心
、
有
足
可
尚
、
今
安
得
如
此
人
者
、
而
任
之
乎
帰
鹿
趙
相
国
、
表
公
墓
曰
、
君
習
倭
情
、
毎
南
倣
有
事
、

必
諮
君
以
決
。
又
曰
、
君
有
孝
友
行
、
見
不
善
若
挽
己
、
軽
財
喜
施
与
、
蓋
象
樅
而
士
君
子
也
、
官
至
折
衝
。

こ
の
洪
舜
明
（
字
水
鏡
）
は
洪
「
喜
男
之
曾
孫
」
で
あ
る
。
洪
喜
男
は
わ
が
国
の
伴
隅
刷
環
時
に
あ
た
る
初
期
の
通
信
使
の
う
ち
倭
語
訳
解
の

た
め
訳
官
と
し
て
寛
永
元
年
を
始
め
に
同
十
三
年
、
同
二
十
年
、
明
暦
元
年
と
数
回
の
来
日
経
験
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
洪
舜
明
は
そ
の
孫
で
あ

り
、
こ
の
地
の
管
理
者
で
あ
っ
た
。
「
己
丑
」
す
な
わ
ち
粛
宗
三
十
五
年
(
-
七

0
九）

1
1
享
保
六
年
、
彼
は
倭
館
と
草
梁
民
戸
が
相
接
し
密
貿

易
が
頻
繁
で
あ
っ
た
の
で
垣
根
を
め
ぐ
ら
し
管
理
し
た
。
洪
舜
明
は
倭
館
の
雨
森
芳
洲
と
度
々
会
っ
て
「
倭
語
」
に
つ
い
て
質
疑
し
、
「
長
語
及

類
解
等
之
書
」
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。
洪
舜
明
の
『
長
語
』
『
類
解
』
の
編
集
に
与
っ
た
芳
洲
が
『
交
隣
須
知
』
や
『
常
話
録
』
の
編
纂
を
企

図
す
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
正
徳
元
年
の
朝
鮮
通
信
使
の
書
記
官
に
洪
舜
術
（
字
鏡
湖
）
の
名
が
あ
る
。
『
鶏
林
唱
和
集
』
（
正
徳
元
年
刊
）
の

官
職
名
に
は
、
上
判
事
と
し
て
洪
舜
明
、
書
記
と
し
て
洪
舜
術
（
五
九
歳
）
の
名
が
あ
る
。
そ
の
名
と
号
の
似
通
う
点
、
親
子
あ
る
い
は
縁
戚
関

係
の
人
物
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
芳
洲
と
の
関
連
は
、
日
本
語
及
び
朝
鮮
語
を
相
互
に
修
得
し
あ
う
親
し
い
友
好
、
友
人
関
係
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
言
語
修
得
と
交
隣
の
密
接
な
関
係
、
芳
洲
の
朝
鮮
言
菓
へ
の
関
心
、
さ
ら
に
『
詞
仕
立
之
記
録
』
等
の
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近
世
の
写
本
で
古
型
を
保
つ
『
交
隣
須
知
』
四
巻
揃
い
は
、
京
都
大
学
文
学
部
研
究
室
蔵
の
薩
摩
苗
代
川
焼
き
の
窯
元
沈
寿
官
旧
蔵
本
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
欠
本
の
沈
寿
官
蔵
写
本
（
巻
一
抄
、
三
、
四
）
、
増
補
系
写
本
（
ソ
ウ
ル
大
学
蔵
前
間
恭
作
模
写
本
・
東
京
大
学
小
倉
文
庫
蔵
済

州
島
本
・
対
馬
歴
史
民
俗
資
料
館
本
・
ロ
シ
ア
東
方
学
研
究
所
ア
ス
ト
ソ
旧
蔵
本
）
、
明
治
活
版
本
（
明
治
十
四
年
外
務
省
版
•
明
治
十
六
年
浦
瀬

裕
校
正
増
補
版
・
明
治
十
六
年
宝
迫
繁
勝
剛
正
版
・
明
治
三
十
七
年
前
間
恭
作
・
藤
波
義
貫
共
訂
版
）
な
ど
数
点
が
知
ら
れ
る
。
明
治
活
版
本
に

い
た
る
ま
で
朝
鮮
語
習
得
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
改
訂
増
補
を
重
ね
て
き
た
わ
け
だ
が
、
本
稿
で
は
成
立
、
編
纂
に
つ
い
て
の
内
的
事
情
を
知
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
す
で
に
現
存
本
で
古
型
を
保
つ
京
都
大
学
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
に
つ
い
て
浜
田
敦
氏
の
解
題
と
検
討
が
備
わ
る
。

浜
田
氏
は
「
交
隣
須
知
の
言
語
|
—
二
言
語
の
相
互
干
渉
ー
ー
」
（
注

1
2
)に
お
い
て
、
ま
ず
朝
鮮
語
の
干
渉
と
み
ら
れ
る
音
韻
現
象
を
指
摘
す
る
。
た

と
え
ば
、
「
巻
一
、

58
ウ
、
タ
イ
ジ
（
大
事
）
コ
サ
ラ
ヌ
」
、
「
巻
二
、

1
9
9
4
4
，
ゴ
ク
モ
ツ
（
穀
物
こ
な
ど
「
本
来
清
音
表
記
の
期
待
さ
れ
る
も
の

に
濁
点
の
つ
け
ら
れ
て
い
る
例
は
、
一
種
の
[
誤
つ
た
回
帰
〕
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
す
る
清
濁
の
現
象
o

つ
ぎ
に
「
母
音
の
長
短
」
な

ど
の
事
例
、
ま
た
「
両
漢
字
音
が
、
両
言
語
の

bilinguist
の
意
識
に
お
い
て
、
ま
た
、
特
に
交
隣
須
知
の
様
な
対
訳
形
式
の
記
述
に
際
し
て
、
し
ば

し
ば
相
互
干
渉
を
ひ
き
お
こ
し
、
混
乱
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
あ
り
得
る
」
例
と
し
て
「
巻
一
、

37
，
シ
ッ
パ
ク
（
質
朴
）

cir
p
a
k
」
な
ど
を
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
文
法
現
象
と
し
て
助
詞
の
用
法
、
副
助
詞
の
用
法
に
お
け
る
相
互
干
渉
、
さ
ら
に
言
い
ま
わ
し
な
ど
構
文
論
的
特

徴
に
お
い
て
も
そ
れ
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
朝
鮮
語
的
語
彙
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
ま
た
逆
に
日
本
語
の
朝
鮮
語
へ
の
干
渉
と
み
ら
れ
る
歪
み
が
音

韻
、
語
法
な
ど
に
見
ら
れ
る
事
例
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
の
言
語
的
特
色
は
、
「
そ
の
日
本
語
と
朝
鮮
語
と
の
両
者

四

資
料
に
つ
け
ば
、
芳
洲
編
纂
の
可
能
性
を
裏
付
け
る
も
の
ば
か
り
で
、
状
況
的
に
否
定
す
る
要
素
は
見
あ
た
ら
な
い
。

以
上
『
交
隣
須
知
』
の
編
纂
に
か
か
わ
る
点
に
絞
っ
て
考
察
し
た
が
、
芳
洲
は
ま
た
真
文
役
、
裁
判
役
な
ど
の
経
歴
を
持
つ
人
物
で
あ
り
、
多

様
な
角
度
か
ら
見
極
め
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

『
交
隣
須
知
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
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巻
三
巻
四

苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本

静
止
2
0

手
運

40

足
使
1
4

心
動
2
9

言
語

49

巻
四

武
藤
文
庫
蔵
本

静

止

2

0

増

補

手
運

4

0

増

補

足

使

1

4

増

補

心

動

2

9

増

補

言
語

4

9

増

補

4
 
5
 
2
 
2
 
4
 （
＊
数
字
は
語
彙
数

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
国
語
の
干
渉
と
云
う
、
多
か
れ
少
か
れ
不
純
な
、
つ
ま
り
[
訛
り
]
を
持
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

r
「
そ
の
こ

と
は
、
本
書
が
、
も
と
も
と
朝
鮮
語
を
外
国
語
と
す
る
、
日
本
人
に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
し
か
も
、
薩
摩
苗
代
川
と
云
う
特
殊
な
環
境
、
即
ち
、
朝

鮮
か
ら
の
移
住
者
の
子
孫
の
手
に
よ
っ
て
書
き
伝
え
ら
れ
た
と
云
う
、
外
的
な
事
情
と
無
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
の
性
格
は
、
浜
田
氏
の
検
討
の
よ
う
に
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
人
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
点
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
原

型
を
保
ち
書
写
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
問
題
を
か
か
え
る
。
つ
ま
り
編
纂
と
成
立
の
素
材
と
し
て
検
討
す
る
と
き
、
右
の
よ
う
な
二
重
の
径

庭
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
京
都
大
学
・
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
と
長
崎
大
学
経
済
学
部
附
属
図
書
館
・
武
藤
文
庫
蔵
『
交
隣
須
知
』
と
の
比
較
を
し
た
い
。

武
藤
文
庫
蔵
『
交
隣
須
知
』
半
紙
本
三
巻
・
写
三
冊
（
巻
一
・
三
・
四
存
）
に
つ
い
て
は
不
破
浩
子
氏
が
紹
介
し
て
い
る
（
注
13)
。
こ
れ
を
ふ
ま

え
て
成
立
事
情
を
推
測
し
て
み
た
い
と
思
う
。
巻
一
（
二
四
，
一

x
一
五
，
七

cm)
は
紺
色
表
紙
、
巻
三
、
四
は
柿
渋
色
表
紙
（
二
四
，
一

x
-

六，

O
c
m
)
で
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
左
肩
に
打
付
書
き
で
「
交
隣
須
知
一
（
三
、
四
）
」
と
あ
り
、
巻
一
右
下
に
「
久
和
氏
」
、
巻
三
、
四
に
「
久
和

蔵
」
と
墨
書
す
る
。
巻
四
巻
末
に
「
明
治
六
年
／
八
月
日
久
和
馬
壽
」
と
記
す
。
巻
一
は
や
や
古
い
写
本
で
巻
三
、
四
は
紙
質
も
明
治
時
代

の
和
紙
と
判
断
さ
れ
る
。
内
容
は
増
補
系
写
本
で
あ
る
。
が
、
語
彙
の
「
増
補
」
部
分
は
見
出
し
の
各
項
目
の
末
尾
に
「
増
」
と
し
て
追
加
さ
れ

て
お
り
、
追
加
す
る
前
の
形
態
が
遺
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
巻
四
の
部
分
を
比
較
し
て
例
示
し
て
お
く
。
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語
辞

74

心
使
3
6

四
端
2
2

太
多

47

範
囲

41

雑
語

182

逍
遥

m
~

天
干
・
地
支
・
時
刻

こ
の
対
比
で
判
る
こ
と
は
、
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
に
た
い
し
て
武
藤
文
庫
蔵
本
は
増
補
部
分
を
も
つ
が
、
そ
の
構
成
と
内
容
は
苗
代
川
本
と

近
い
形
態
を
遺
し
て
い
る
（
ハ
ソ
グ
ル
の
例
文
は
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
日
本
語
の
表
記
、
仮
名
遣
い
な
ど
相
違
す
る
が
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
掲
し
た
明
治
写
本
や
明
治
活
字
版
本
な
ど
が
、
増
補
部
を
そ
れ
ぞ
れ
内
部
に
組
み
込
み
整
理
し
て
い
る
の
と
は
違
い
が
あ
る
。
こ
う
し
た
対
比

は
巻
一
、
三
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
ほ
か
に
も
細
部
に
わ
た
る
詳
細
な
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
お
よ
そ
次
の
よ

う
な
展
開
の
経
緯
を
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

原
『
交
隣
須
知
』
…
…
（

数
回
の
書
写

語
辞

74

心
使
3
6

四
端
2
2

太
多

47

範
囲

41

雑
語

182

逍
遥

111

天
干
・
地
支
・
時
刻

（
増
補
）
武
藤
文
庫
蔵
本

つ
ま
り
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本
は
も
ち
ろ
ん
、
増
補
系
の
武
藤
文
庫
蔵
本
も
原
『
交
隣
須
知
』
の
形
態
を
痕
跡
と
し
て
遺
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ヽ
、
苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本

．．．．．． 
八．

）
 

増
補
増
補
増
補
増
補
増
補

6
 
4
 
3
 
4
 
7
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長崎大学経済学部 ・武藤文庫本『交隣須知』巻四言語

苗
代
川
本

「
言
」

の

「
ホ
フ

（
忘
）
パ
」
は
明
治
十
四
年
外
務
省
蔵
版
本
で
は

「
コ
ト
ハ
デ
智
慧
ナ
ク
云
ヘ
バ
妄
稜
ト
ナ
ル
」
と
あ
る
。
「
妄
痰
」（

み
だ
り
に
発
す

る
）
の
意
味
で

「
忘
」
を
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
ヤ
ク
ダ
（
許
諾
）
」
は

「
約
諾
」

の
意
味
に
通
じ
る
こ
と
で
宛
て
た
と
思
わ
れ
る
。
右
の
わ
ず
か
な
事
例
を
対
比
し
て

見
て
判
る
よ
う
に
、
両
本
の
基
本
的
な
部
分
の
共
通
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
再
度

『
倭
語
類
解
』
と

『
交
隣
須
知
』
と
の
閑
係
を
と
り
あ
げ
る
。

『
倭
語
類
解
』
の
且
録
の
構
成
は
、

上
巻
は

「天
文
・

時
候
•

干
支
・

地
理
・

江

湖

・
方
位

・
人
倫

・
人
品

・
身
体

・
容
貌

・
気
息

・
性
情

・
言
語

・
語
辞

・
動
静

．

宮
室

・
城
郭

・
官
職

・
公
式

・
文
学

・
武
備

・
軍
器

・
婚
要

・
宴
享

・
楽
器

・
椀
洗

・

服
飾
・

飲
食
・

疾
病

・

喪
祭
・

寺
刹
・

刑
斌
・

筍
数
買
光
」、

下
巻
は

「国
号
•

田

梨

・
禾
投

・
菜
疏

・
果
実

・
称
宝

・
布
吊

・
彩
色

・
器
具

・
鞍
轡

．
舟
車

・
技
戯

．

飛
禽
・

走
限
・

水
族
・

昆
虫
・

樹
木
・

花
点
・

雑
語
•

H

本
官
名
・

侶
行
所
経
地
名

、

＊

（
 ）
内
は
原
本
の
右
横
に
宛
て
て
あ
る
字

雛

モ
ノ
ヲ

ヨ
ク
イ
エ
バ

ナ
ラ
ソ
コ
ト
モ

ヒl

云
ク
レ
パ

サ
ヨ
フ
ニ
シ
フ
ト

言

苗
代
川
沈
寿
官
旧
蔵
本

コ
ト
ハ
ヲ
ヨ
ケ
イ
ニ
云
ヘ
パ

ホ
フ

（忘
）
パ
カ
テ
ル

ヤ
ク
ダ

（許
諾
）
ヲ
サ
レ
マ

シ
ク

モ、
ソ
ハ
ナ
リ
マ
ス
ル

モ
ノ
ヲ
ヨ
ク
ユ

エ
ハ

ナ
ラ
ヌ
コ
ト
モ

モ
シ
ハ
ナ
リ
マ
ス
ル

云
タ
レ
パ

ヤ
ク
ダ
ク
サ
レ
マ
シ
タ

武
藤
文
庫
蔵
本

コ
ト
バ
ヲ
ヨ
ケ
イ
ニ

云
エ

ハ

次
は
武
藤
文
庫
蔵
本

『
交
隣
須
知
』
巻
四

（写
真
参
照
）

ポ
ウ
ハ
ガ

の

「
心
動
」
の
増
補
部
と

「言
語
」
の
始
め
の
部
分
で
あ
る
。

サ
ヤ
ウ
ニ
イ
タ
サ
ウ
ト

デ
ル
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ロ
訣
・
伊
呂
波
間
音
」
と
な
っ
て
お
り
、

で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
『
交
隣
須
知
』
の
項
目
の
立
て
方
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

そ
こ
で
問
題
は
前
掲
し
た
『
通
文
館
志
』
巻
七
の
洪
舜
明
（
字
水
鏡
）
と
芳
洲
と
の
関
わ
り
の
時
期
と
密
度
で
あ
る
。
も
う
一
度
「
康
熙
辛
巳

公
承
朝
命
責
諭
、
俯
革
其
家
臣
書
契
、
草
梁
民
居
数
百
、
己
丑
公
力
陳
干
廟
堂
、
撒
民
舎
、
築
城
以
界
之
、
辺
禁
始
粛
。
倭
語
比
諸
方
最
難
暁
、

公
質
干
日
本
人
雨
森
東
、
作
長
語
及
類
解
等
書
、
用
於
課
式
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
「
康
熙
辛
巳
」
は
粛
宗
二
十
七
年
(
-
七
0
1
)
1
1
元
禄

十
四
年
の
こ
と
で
、
洪
舜
明
は
東
莱
府
の
堂
上
官
僚
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
「
草
梁
民
居
数
百
、
与
倭
館
相
接
、
奸
弊
日
滋
」
、
す

な
わ
ち
草
梁
の
民
家
数
百
軒
が
倭
館
と
接
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
み
だ
り
が
ま
し
い
事
態
が
頻
繁
に
お
こ
っ
て
い
た
の
で
民
戸
を
撤
去
し
た
、
と

い
う
。
倭
館
は
延
宝
三
年
春
に
造
営
に
着
手
し
て
延
宝
六
年
に
成
就
し
、
常
時
日
朝
外
交
、
交
易
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

場
所
で
あ
る
。
『
交
隣
提
醒
』
に
芳
洲
も
日
本
人
の
不
埒
を
戒
め
る
一
条
を
記
し
て
い
る
。
「
己
丑
」
は
粛
宗
三
十
五
年
(
-
七

0
九）

11
宝
永
六

年
に
あ
た
る
。
芳
州
は
こ
の
時
元
禄
十
一
年
以
来
の
朝
鮮
御
用
支
配
佐
役
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
正
徳
元
年
の
朝
鮮
通
信
便
に
真
文
役
を
つ
と
め
、

享
保
五
年
(
-
七
二

0
)
七
月
一
日
、
『
韓
学
生
員
任
用
帳
』
を
上
申
し
て
い
る
。
さ
ら
に
泉
澄
一
氏
が
引
用
し
て
い
る
『
裁
判
記
録
』
（
注
14)

に

は
、
そ
れ
よ
り
後
の
享
保
十
五
年
閏
九
月
二
十
二
日
に
「
書
契
改
撰
之
儀
」
に
つ
き
「
水
鏡
洪
判
事
」
の
こ
と
、
ま
た
「
趙
判
書
（
趙
文
命
）
」

が
「
洪
判
官
（
舜
明
）
」
と
懇
意
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
記
す
。
こ
の
よ
う
に
記
録
に
表
れ
る
洪
舜
明
と
芳
洲
と
の
か
か
わ
り
の
可
能
性
は
元
禄
十

四
年
以
降
か
ら
で
あ
る
。

先
に
掲
げ
た
よ
う
に
『
交
隣
須
知
』
は
元
禄
十
六
年
九
月
か
ら
宝
永
元
年
十
一
月
の
間
に
編
纂
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
問
、
芳
洲
が
草
梁

倭
館
に
滞
在
し
て
い
た
の
は
元
禄
十
五
年
（
一
七

0
二
）
二
月
か
ら
七
月
ま
で
の
主
君
宗
義
実
病
気
退
休
の
告
逓
参
判
使
と
し
て
行
っ
た
折
と
、

翌
冗
禄
十
六
年
九
月
か
ら
宝
氷
元
年
(
-
七

0
四
）
十
一
月
ま
で
の
間
で
あ
る
。
こ
の
最
初
の
告
逓
参
判
使
を
経
験
し
て
朝
鮮
語
を
修
得
し
な
け

れ
ば
「
御
用
可
難
弁
候
と
心
付
候
」
と
早
速
帰
国
し
て
同
僚
に
つ
い
て
学
び
始
め
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
右
の
事
情
か
ら
み
れ
ば
こ
の
時
期
の
芳

洲
と
洪
舜
明
と
の
接
点
は
、
右
の
期
間
に
絞
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
『
交
隣
須
知
』
の
編
纂
は
芳
洲
が
記
し
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
『
倭
語
類

解
』
も
こ
の
期
間
に
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
測
可
能
で
あ
る
。
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最
後
に
芳
洲
が
朝
鮮
語
習
得
に
か
ん
し
て
編
纂
、
著
述
し
た
主
要
な
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。
こ
の
う
ち
芳
洲
は
そ
の
経
験
か
ら
「
通
詞
の
儀
ハ

身
分
軽
御
座
候
而
も
、
役
目
ハ
大
切
成
事
二
奉
存
候
」
と
述
べ
、
「
オ
智
」
「
篤
実
」
「
大
儀
（
の
弁
え
）
」
（
『
韓
学
生
員
任
用
帳
』
）
を
重
要
な
資

質
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
少
年
の
こ
ろ
か
ら
の
語
学
修
得
を
勧
め
、
十
三
歳
以
上
十
五
歳
ま
で
の
数
人
を
選
び
現
地
へ
出
向
か
せ
「
朝
鮮

言
葉
」
の
稽
古
に
励
ま
せ
、
二
十
三
歳
ま
で
努
め
て
御
用
に
た
つ
者
を
稽
古
通
詞
に
採
用
す
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
提
言
を
し
て
い
る
。
次
の
中

で
『
通
詞
仕
立
帳
』
に
は
享
保
十
二
年
以
降
の
通
詞
育
成
の
具
体
的
な
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。

元
禄
十
六
年
（
一
七

0
三
）
『
交
隣
須
知
』
一
冊
そ
の
他
を
編
ん
だ
か
（
『
詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
』
）
。

宝
氷
二
年
(
-
七

0
五
）
『
酉
年
工
夫
』
一
冊
、
『
乙
酉
雑
録
』
五
冊
、
『
常
話
録
』
六
冊
、
『
勧
懲
故
事
諺
解
』
三
冊
を
仕
立
、
そ
の
ほ
か

『
淑
香
伝
』
二
、
『
李
白
復
伝
』
一
冊
を
書
写
す
る
（
『
詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
』
）
。

正
徳
元
年
(
-
七
―
一
）
『
縞
貯
風
雅
集
』
成
立
か
。

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
『
隣
交
始
末
物
語
』
を
著
す
。

享
保
五
年
（
一
七
二

0
)

七
月
一
日
、
『
韓
学
生
員
任
用
帳
』
を
上
申
゜

享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
八
月
二
十
三
日
、
『
通
詞
仕
立
帳
』
を
上
申
゜

五
芳
洲
の
言
語
修
得
心
得

一
、
芳
洲
は
洪
舜
明
『
倭
語
類
解
』
あ
る
い
は
『
捷
解
新
語
』
の
よ
う
な
朝
鮮
語
辞
書
を
参
観
し
て
『
交
隣
須
知
』
を
編
纂
し
た
。

二
、
洪
舜
明
は
芳
洲
に
質
疑
し
、
『
交
隣
須
知
』
を
参
考
に
し
て
『
倭
語
類
解
』
を
編
纂
し
た
。

三
、
芳
洲
と
洪
舜
明
と
は
相
互
に
質
疑
を
交
わ
し
て
い
く
過
程
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
交
隣
須
知
』
と
『
倭
語
類
解
』
を
編
纂
し
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
ど
れ
が
事
実
か
を
傍
証
す
る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
い
だ
し
得
な
い
。
が
、
右
の
仮
定
の
う
ち
私
は
三
番
目
の
考
え
が
妥
当

か
と
考
え
て
い
る
。
い
づ
れ
明
ら
か
に
な
る
資
料
が
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
待
ち
た
い
と
思
う
。
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ー

享
保
十
三
年
(
-
七
二
八
）
十

二
月
二
十
日
、
『
交
隣
提
醒
』
を
著
す
。

享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
六
月
、
『
全
一
道
人
』
を
著
す
。

そ
の
後
、
芳
洲
の
『
交
隣
須
知
』
は
、
朝
鮮
語
学
習
の
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
徳
川
時
代
は
い
う
ま
で
も
な
く
明
治
時
代
ま
で
、

増
補
・
改

訂
さ
れ
な
が
ら
使
用
に
堪
え
て
伝
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

拙
稿
「
雨
森
芳
洲
小
考
ー
ー
唐
話
の
師
國
思

靖
ー
—
」
(
『
雅
俗
』
七
号
、平
成
十
二
年
一
月
）
。

『
芳
洲
先
生
文
抄
』
『
家
業
人
』
『
奉
公
帳
』

『
詞
稽
古
之
者
仕
立
記
録
』

等
は
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
『
雨
森
芳
洲
全
書
』

一
l
四
に
よ
る
（
以
下
同
じ
）
。

『
宜
祖
実
録
』
―
―
―
十
六
年
壬
寅
八
月
朔

H

（
慶
長
七
年
1
1

一
六
0
二
）
の
条
に
「
倭
人
十
四
名
又
率
被
虜
人
口
二
百
二
十
九
名
而
来
」
と
あ

り
、
こ
の
折
の
被
菌
刷
還
こ
と
と
想
像
す
る
（
李
光
滸
編
『
朝
鮮
壬
辰
倭
禍
史
料
』
第
四
冊
一
七
一
五
頁
。
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

中
華
民
国
五
十
九
年
刊
）
。

『
捷
解
新
語
』
の
刊
行
は
「
康
熙
十
五
年
丙
辰
孟
冬
開
板
」
（
粛
宗
二
年
1
1

一
六
七
六
）
で
あ
る
が
、
成
立
は
萬
暦
戊
午
（
光
海
君
十
一
年
1
1

一
六
一
八
）
に
遡
る
（
『
重
刊
捷
解
新
語
』
凡
例
）
。
『
通
文
館
志
』
巻
七
人
物
の
記
事
は
「
康
熙
庚
戌
陽
披
鄭
相
国
啓
請
鋳
字
印
布
」
と
す

る
が
、
「
開
板
」
年
次
は
康
熙
十
五
年
丙
辰
説
を
と
り
た
い
。

「
雨
森
芳
洲
全
書
」
三
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
）
七
四
ー
七
五
頁
。

小
倉
進
平
著
、
河
野
六
郎
補
注
『
増
訂
／
補
注
朝
鮮
語
学
史
』
（
刀
江
書
院
、
昭
和
三
十
九
年
刊
）
に
「
当
時
対
馬
の
通
事
等
が
編
纂
し
た

も
の
に
、
芳
洲
が
力
を
添
へ
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
」
と
見
る
よ
う
な
考
え
方
が
あ
る
。

福
島
邦
道
・
岡
上
登
喜
男
編
『
明
治
／
十
四
年
版
交
隣
須
知
』
本
文
及
び
総
索
引
（
笠
間
書
院
、
一
九
九

0
年
刊
）
解
題
。

『
全
一
道
人
の
研
究
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
、
昭
和
三
十
九
年
刊
）
の
「
三
、
狂
廷
訥
と
『
勧
懲
故
事
』」
。

注
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8
 
金
思
煉
・
趙
油
鉄
著
『
朝
鮮
文
学
史
』
（
北
望
社
、
昭
和
四
十
六
年
刊
）
。
中
国
明
代
の
稗
官
小
説
が
高
麗
時
代
に
大
量
に
流
入
し
、
そ
の
愛

読
お
よ
び
こ
れ
に
倣
っ
て
稗
官
小
説
が
作
ら
れ
た
が
、
つ
い
で
『
水
滸
伝
』
、
『
三
国
志
渾
義
』
な
ど
の
通
俗
小
説
の
流
行
に
影
響
を
受
け
た

漢
文
体
の
軍
談
小
説
が
多
く
作
ら
れ
た
。
さ
ら
に
孝
宗
朝
の
末
期
に
は
漢
文
体
の
小
説
が
ハ
ソ
グ
ル
体
に
し
て
広
ま
り
、
同
時
に
ハ
ソ
グ
ル

で
書
か
れ
た
多
彩
な
小
説
類
が
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
淑
香
伝
』
の
類
は
そ
の
よ
う
な
当
時
の
現
代
通
俗
恋
愛
小
説
と
み
ら
れ
る
。

田
代
和
生
『
近
世
日
朝
交
易
史
の
研
究
』
（
創
文
館
、
昭
和
五
十
六
年
刊
）
の
口
絵
に
「
草
梁
倭
館
屏
風
」
（
長
崎
県
厳
原
町
岡
部
虎
男
氏
所

蔵
）
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
図
は
山
の
麓
か
ら
な
だ
ら
か
な
斜
面
を
へ
て
港
や
海
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の

山
間
の
麓
か
ら
館
守
屋
を
は
じ
め
裁
判
屋
、
東
向
寺
（
輪
番
僧
が
詰
め
て
い
た
禅
寺
）
、
通
事
家
、
開
市
大
庁
、
横
目
家
、
番
小
屋
、
倉
庫

な
ど
の
建
物
が
港
の
方
へ
と
続
い
て
い
る
（
同
氏
「
朝
鮮
に
開
か
れ
た
日
本
人
町
」
産
経
新
聞
•
平
成
十
年

二
月
十
日
ー
ニ
月
十
六
日
）
。

ま
た
、
上
垣
外
憲
一
『
雨
森
芳
洲
』
（
前
掲
書
九

一
頁
）
に
「
倭
館
図
」
（
韓
国
国
立
博
物
館
蔵
）
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
る
。

『
対
馬
藩
藩
儒
雨
森
芳
洲
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
平
成
三
年
十
一
月
刊
）
。

『
倭
語
類
解
本
文
、
国
語
・
撲
字
索
引
』
（
金
澤
庄
三
郎
・
濱
田
敦
・
土
井
洋
一
•
安
田
章
等
編
、
京
都
大
学
文
学
部
、
昭
和
四
十
四
年
刊
）
。

『
交
隣
須
知
』
（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
編
「
交
隣
須
知
解
題
」
）
五
四
ー
五
五
頁
。
同
論
は
浜
田
敦
著
『
朝
鮮
資
料
に
よ
る
日
本

語
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
刊
）
に
も
所
収
。

『
長
崎
大
学
所
蔵
貴
重
資
料
』
（
平
成
八
年
刊
）
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
・
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫
所
蔵
文
学
・

語
学
関
係
貴
重
資
料
そ
の

2
」。
『
対
馬
藩
藩
儲
雨
森
芳
洲
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
刊
、
前
掲
四
五
一
頁
）
。
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